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講演題目 

ヒト血清アルブミンに対する高親和性 DNA アプタマーの獲得と結合能評価 

研究の目的、成果及び今後の展望 

【目的】 

生体内で多様な機能有するヒト血清アルブミン（HSA）を特異的に認識する DNA アプタマーの獲得

を目指した。HSA に対する DNA アプタマーは、HSA 測定用リガンドや、HSA を DDS キャリアとする際

の足場分子としての応用等が期待できる。本研究では、アプタマー候補配列の取得、ドッキングツ

ール HDOCK1)による選抜、結合親和性の評価を実施した。 

【方法】24 mer のランダム配列を持つ人工オリゴ DNA ライブラリーから、SELEX 法 2）によりアプタ

マー候補配列 70 種を獲得した。これらの配列に対し、HDOCK を用いて HSA（PDB:7vr0）とのドッキ

ングシミュレーションを行った。ドッキングスコア、HSA との結合部位、結合に関わる核酸塩基とア

ミノ酸残基の数およびその距離を指標に有望な候補配列を選抜し、上位候補配列の解離定数（Kd

値）を QCM 法により算出した。 

【成果・展望】 

In silico 解析結果に基づき、結合能の高い 10 配

列を絞り込んだ。QCM 測定を行った 3 配列（SELEX-

7、SELEX-29、ACTA-10）の Kd値はいずれも 80 nM 未

満と高い親和性を有していた。特に SELEX-7 は HSA

の薬物結合サイトの一つである Sudlow’ｓ Site1 を

覆うように結合することが示唆された。（図）。 

このことから、獲得したアプタマーは、HSA 測定用の

リガンドや、微量薬物分析における HSA 除去ツー

ル、HSA をキャリアとする DDS における足場分子など

への利用可能性が期待できる。 
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図 本研究で獲得した HSA 特異的アプタマ

ーと HSA の推定結合様式 


